
CellCelector Flex



2

接着コロニー

間葉系幹細胞、神経幹細胞など
のシングルセルの単離

�D造血幹細胞クラスター、ニュー
ロスフェア、胚様体などの単離

人工多能性幹細胞(iPS細胞)また
は胚性幹細胞(ES細胞)コロニーの
完全または部分的な単離

幅広い幹細胞アプリケーション
幹細胞は、その高い自己再生能と分化能から、再生医療分野
において重要な役割を担っており、特に幅広い生物医学およ
び製薬研究への応用に適しています。CellCelector Flex は、接
着細胞および細胞コロニー用に特別に設計されたピッキング
モジュールを備えており、非常に穏やかで、高い特異性を有す
るため、幹細胞のクローン継代、幹細胞コロニー、および幹細
胞コロニーの特定部分の単離に最適です。以下のような幹細
胞研究をサポートします。

■ シングルセルクローニングまたは不均一性研究のための
幹細胞の単離

■ 新たに得られたiPSコロニーのクローンピッキング
■ CRISPR|Cas�を用いるゲノム編集用のコロニーピッキン

グ
■ 移動を伴うコロニー分割（レプリカプレートの作成）
■ 分化した幹細胞コロニーの単離
■ メチルセルロースからの造血幹細胞コロニーのスキャン

と単離
■ HSC娘細胞の単離または “ダブレット分割”
■ 不要な細胞（幹細胞培養の分化した領域など）の除去
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     Find out more  
www.sartorius.com/cellcelector

CellCelector Flex:  
幹細胞アプリケーションにおける有用なツ
ール
幹細胞コロニーの移動は、多くの場合細胞にストレスのかかる手順であり、その結果多くの死細胞が生じ、隣接す
る生細胞に影響を与えることになります。コロニーの移動を助けるためにトリプシンや同様の酵素分解法を使用
すると、細胞の表現型に明確な影響を及ぼし、特にリプログラム後間もない幹細胞では、意図しない分化を引き
起こす可能性があります。さらに、異なるコロニーとのクロスコンタミネーションを引き起こし、クローン性が失わ
れる可能性があります。手動による機械的な移動（ピペットチップやセルスクレーパーによる掻き取り）を取り入れ
ることは、手間と時間のかかる作業です。そのため、多能性を維持したまま、ピッキングしたコロニーの生存率とク
ローン性を最大化する、特異性の高い穏やかな機械的移動法を実施することが重要です。

ピッキングモジュール
 ■シングルセルピッキングモジュール
 ■接着コロニーピッキングモジュール
 ■半固形培地ピッキングモジュール デスティネーションプレート

およびバッファー用デッキト
レイ
 デスティネーションプレートの温度
調節（� ℃～�� ℃)

CCDカメラ付き倒立顕微鏡
 ■対物レンズ �倍～��倍
 ■明視野（BF）
 ■位相差（PhC）
 ■蛍光（�励起チャンネル、蛍光色

素を使用した最大��色）

ソースプレート用オート
フォーカス付きモーター駆動
式高精度XYステージ
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接着コロニー
ピッキングモジュール 

300 500 800 1000 μm

シングルセル
ピッキングモジュール 

20 30 50 80 150 220 μm

半固形培地
ピッキングモジュール 
(使い捨てプラスチックチップ)

500 1200 μm

シングルセル幹細胞、幹細胞コロニー、または
部分コロニーをピッキングするためのモジュール
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確実な移動と高い細胞増殖率

CellCelector Flexは、幹細胞
コロニーの成長に影響を与
えません。

CellCelector Flexは、選択さ
れた幹細胞を特異的に単離
します。

単離したコロニーは、
CellCelector Flexでデス
ティネーションウェルを再ス
キャンした後、再検出しました

（�日目および�日目）。コロ
ニーは�日間の時間経過で
良好に成長しました。

フィーダー細胞上で培養した
マウス胚性幹細胞コロニーを
単独で単離し、CellCelector 
Flexを用いて��ウェルのデス
ティネーションプレートに移し
ました。

ピッキング前

ソースプレート

CellCelector 
Flex による移動

デスティネーションプレート

�日目

ピッキング後

�日目

“画像は、Ute Schaefer & Annette Schneider, Institute for Research in Operative Medicine, Cologne, Germanyのご厚意によりご提供いただきました。 
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明確なワークフローとユーザーフレンドリーな
ソフトウェア
ワークフロー全体は完全に自動化されており、ピッキング中の
ライブ画像、ソース位置からデスティネーションプレートへの
細胞追跡データ、およびピッキングの前後の高画質画像がド
キュメント化されています。

アプリケーションとユーザーの要件に応じて、ピッキングする
細胞を完全に自動的に検出、識別、選択できます。ターゲット
細胞のサイズと形態に基づいてラベルを使用しないか、陽性/
陰性の蛍光マーカーを使用します。他に、オペレーターによる
半自動または手動の画面上での選択が可能です。

本システムの標準的な実験ワークフローは、最大�つのワーク
フローステップに分かれています。

■スキャン: 必要なすべてのチャンネル（明視野、位相差、蛍
光）と倍率で画像を取得・保存するためのソーススキャニン
グ

■検出: それらの画像の分析とユーザー定義の基準に基づい
た目的の細胞またはコロニーの検出

■レビュー: オペレーターによる分析結果のレビュー（オプシ
ョン）
■ピッキング: 検出されたシングルセルおよびコロニーのピッ

キング
■ドキュメント化: 実験結果のドキュメント化とエクスポート

さまざまなユーザーアクセスレベルにより、新しいオペレー
ターは多くのトレーニングなしでソフトウェアに簡単にアクセス
できる一方で、高度な機能、すべてのパラメーターへのオープ
ンアクセス、キャリブレーションおよびパワーユーザー向けの
カスタマイズ機能を提供します。これにより、日常の簡単な使
用だけでなく、高度で複雑な実験も可能になります。
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プロセスのドキュメント化

CellCelector

スキャン 検出 レビュー ピッキング 分析

培養

ソースプレートのス
キャン（画像取得）

ターゲット細胞｜ク
ラスターの検出およ
び選択（画像解析）

オプションのレビュー
とさらなるフィル
タリング

デスティネーショ
ンプレートへのオ
ブジェクトの移動

または

シングルセルの解析や培養を行うため
に、CellCelector Flexはピッキングした
各オブジェクトをそれぞれ�つのウェル
に沈着させます。

複数のシングルセルや、�つのコロニー
の一部を�つのウェルにプールすること
ができます。

�つのコロニーのレプリカウェルを作成
することで、コロニー培養と解析の両立
が可能です。

ダウンストリームの培養のための複数の沈着が
可能
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シングル沈着 プーリング レプリカの生成



幹細胞アプリケーションでCellCelectorを使用
するメリット
迅速で使いやすい ■複雑なサンプル前処理を必要とせず、短時間での実験が可能

■～��秒/�細胞
■定期的なメンテナンスが不要で、消耗品コストが低い

高い汎用性と柔軟性 ■個々のシングルセル、クラスター、シングルセルクローン、スフェロイド、小さなオルガノイド、
胚様体の正確な単離

■初代細胞および細胞株、生細胞および固定細胞
■明視野、位相差、蛍光イメージング
■自動、半自動、手動によるピッキングのための細胞選択
■マイクロプレート、ディッシュ、PCRチューブなど、あらゆる標準またはカスタムのソースおよ

びデスティネーションフォーマット
■少ない吸引量、分注量、およびバッファー量（～� nl）
■免疫磁気濃縮、サイズベースの分離、シングルセルPCR、NGS、ゲノム編集、細胞クローニン

グなどのアップストリームおよびダウンストリームでのアプリケーションに対応

信頼性 ■選択された特定のサブ集団の��%を超えるピッキング精度
■移動するオブジェクトの自動再位置決め機能
■ピッキング失敗時に再ピッキングが可能
■ピッキング成功の自動検出を行う統合品質管理ソフトウェア

穏和な手法 ■細胞の特徴的な性質に影響を与えない
■ ャキ：力応断んせ低（ 離単の胞細なトクタンイで度純高たし適に養培胞細や析解性特子分

ピラリー内で��秒以下）
■ ��%以上の生存率で、高い細胞の完全性と増殖率を実現

ドキュメント化 ■ GLPおよびGMP基準に準拠した完全なワークフローのドキュメント化
■ピッキング時のライブトラッキングと高画質リアルタイム画像による品質管理
■ 検出 | ピッキングされた各オブジェクトに固有のIDが付与され、ソースからデスティネーション

ウェルまで追跡可能
■ 全画像および数値データを簡単にエクスポート

Specifications subject to change without notice.  
Copyright Sartorius Lab Instruments GmbH & Co. KG.  
Status: 06 | 2022

ザルトリウス・ジャパン株式会社
東京本社
〒���-����
東京都品川区北品川�-�-��
Daiwa 品川North ビル� 階
Phone: 03 6478 5200 Fax: 03 6478 5494
Email: hp.info@sartorius.com

名古屋営業所
〒���-����
名古屋市東区代官町��-��
Phone: �� ���� ����
Fax: �� ���� ����

大阪営業所
〒���-����
大阪市淀川区宮原�-�-��
Phone: �� ���� ����　
Fax: �� ���� ����

For additional information,  
visit www.sartorius.com/cellcelector


